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73 第 2回日韓神学者会議　はじめに

第
二
回
日
韓
神
学
者
会
議
「
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」

は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
に
締
結
さ
れ
た
長
老
会
神
学
大
学
校
と
聖
学
院
大
学
の
「
交
流
協
定
」
に
よ
り
、「
日
韓
神
学
者
会
議
」
を
、
日
本
と
韓
国

で
交
互
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら
一
名
の
講
演
者
と
一
名
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
を
立
て
る
、
主
題
は
そ
の
都
度

協
議
し
て
決
定
す
る
。
事
前
に
講
演
内
容
を
収
め
た
資
料
集
を
発
行
す
る
、
な
ど
簡
単
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。

第
一
回
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
一
〇
日
に
「
欧
米
神
学
と
ア
ジ
ア
神
学
」
を
主
題
に
ソ
ウ
ル
の
長
老
会
神
学
大
学
校
世
界
教
会
協
力
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
は
、
聖
学
院
大
学
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
三
年
後
の
二
〇
一
二
年

一
一
月
二
日
に
聖
学
院
本
部
新
館
で
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
の
主
題
は
相
互
の
議
論
の
後
、
韓
国
教
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
ド
イ

ツ
の
神
学
者
、「
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
の
受
容
」
に
決
ま
っ
た
。
な
お
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
韓
国
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
会
議

に
参
加
さ
れ
、
難
し
い
議
論
の
通
訳
に
た
ず
さ
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
洛
雲
海
教
授
の
「
韓
国
の
神
学
――
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
と
の
関

わ
り
か
ら
」（『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
一
号
）
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
は
、
会
議
で
発
表
さ
れ
た
原
稿
に
手
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
開
会
礼
拝
で
の
左
近
豊
准
教
授

の
説
教
原
稿
も
収
め
た
。

会
議
に
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
総
長
に
就
任
さ
れ
た
金
明
容
教
授
を
団
長
に
、
長
老
会
神
学
大
学
校
か
ら
五
名
の
教
授
が
参
加
さ
れ

た
。
金
明
容
教
授
は
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
教
授
の
も
と
で
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
、
数
多
く
の
モ
ル
ト
マ
ン
に
関
す
る
論
文
を
発

表
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
高
萬
松
助
教
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
二
号
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
発
表
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ユ
・
ヘ
ヨ
ン
教
授
（
研
究
支
援
処
長
、
実
践
神
学
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
）
が
参
加
さ
れ
た
。

会
議
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
論
文
に
基
づ
く
講
演
と
コ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
議
論
で
構
成
さ
れ
た
。

日
本
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
翻
訳
は
多
数
な
さ
れ
て
い
る
が
、
圧
倒
的
な
影
響
を
受
け
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
韓
国
に
お
け
る
モ
ル

ト
マ
ン
の
強
い
影
響
に
対
し
て
日
本
で
は
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
影
響
を
持
っ
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
日
韓
両
国
の
神
学
を
め
ぐ
っ
て
白
熱
し

た
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
本
紀
要
論
文
は
そ
の
議
論
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
議
論
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
議
論
の
部

分
ま
で
記
録
に
残
す
こ
と
、
ま
た
両
国
語
（
あ
る
い
は
英
語
）
で
出
版
す
る
こ
と
な
ど
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。


